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とが出来た。この考察に従って放射性炭素 14C を用いてカ lレボニル標識，転位基標識のフェニルアセトン，
アセトフェノンを合成し，そのベクマン転位反応に及ぼす同位体効果について研究を行なった。その結果
ブェニルアセトン，アセトフェノンは共にカルポニル標識の場合には同位体効果は認められなかったが，
転位基を標識した場合には逆同位体効果がアセトフェノンで k14/k12 : 1. 121 フェコルニセトンでは k1生




















































位基標識化合物では， k14/k12 ニ 1. 05の逆同位元素効果を見出した。さらにアセトフェノンオキシムにつ
いて転位基(フェニルー 1-C)傑識化合物では， k14/k12= 1. 12である。炭素 14の正惜同位元素効果 (k1
2>k14) は主に結合の分裂反応によく知られているが，逆同位元素効果は未だ一例で転位では最初の知見
である。逆同位元素効果の解釈は未だ確立されていないが， J京系にくらべて反応の遷移状態で結合度が増
加する場合，即ち結合生成の場合に見出されることが理論的に予想されている口従ってベクマン転位の律
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速段階において転位原点と転位基間の結合分裂は著しくなく，転位基と転位終点聞の結合生成が始ってい
ることを支持し，第一部の推論に一致する。川上君の研究はベクマン転位の機構解明に重要な結果をもた
らしたものである。
よってこの論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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